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こんにゃくを使った新商品開発の事業計画策定を支援群馬県
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■支援の経緯
群馬県は、こんにゃく生産量日本一であるが、こんにゃくの消費は減少傾向にあった。そのような状況で本企業は、こ
んにゃくを生かし、切り口の違う商品づくりをしていきたいとの思いがあった。しかし、どのような新商品を開発するか、
その新商品の製造体制や販路確保はどうするか等の事業計画を立てることについて知識・経験が不足していた。そこ
で、こんにゃくの新商品開発に関する事業計画作成についての相談が当拠点にあった。

■派遣元機関による経営課題の特定とアプローチ
ヒアリングした結果、新商品の必要性、ターゲットの設定、想定する販路、製造体制、導入する設備等について整理を
行い、新商品開発におけるタイムスケジュールを明確にした。また、群馬県の地域産業資源に認定されている「こん
にゃく」を活用した商品開発・販路開拓であるため、国の施策である地域産業支援活用事業計画の認定も視野に入れ
ることにした。その上で、地域産業資源を活用した事業計画策定に経験豊富な本専門家に依頼し、上記整理事項に対
する検証を行って、事業計画を策定することとなった。

■専門家による具体的な支援内容
まず、商品開発を予定している「柔らかこんにゃく」について、ネーミング、ターゲット、価格設定などのマーケティング
項目を検討し、事業計画の方向性についてアドバイスした。具体的には、ネーミングは、より柔らかいイメージの「口ど
けこんにゃく」とし、ターゲットとしている高齢者層にも安心して食べて貰える効果を狙った。価格設定についても従来の
こんにゃく製品と同等レベルの価格帯に抑え、主婦層にも手にとって貰いやすいものとした。次に想定される連携事業
者候補の抽出を行い、商品バリエーションの可能性についても検討させた。そして、開発コストや製造コストを視野に入
れ、想定される販路をベースに５年間の売り上げ計画を策定し、直近決算書を基準に収支計画を策定して目標設定を
行うようアドバイスした。最後に、事業計画の全体的な整合性を確認し、事業計画を策定するようアドバイスした。
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成果

事業者の声専門家プロフィール

■専門家プロフィールURL （プロフィールをご覧いただくにはミラサポへのログインが必要です。）
https://specialist.m irasapo.jp/consul/pro/0031000000Rxj4Q AAR

■氏名：小野寺 正博
■保有資格：経営コンサルタント
■専門分野：地域資源活用
■ｷｬｯﾁｺﾋﾟー ：夢をかたちに・・・中小
企業様の“こんなことをやりたい”を具
現化します！

社内で事業計画を策定しているだけでは気づくことができな
い視点でのアドバイスにより、実行可能な事業計画を策定で
きたと感じている。特に、ターゲット顧客に響くネーミングとし
て「口どけこんにゃく」という開発商品をイメージしやすい名前
を考えていただいたことや、新たな販路へのアプローチ方法
を提案いただいたことが大きい。また、群馬県の地域資源で
ある「こんにゃく」の普及効果を高めるために、国の施策であ
る地域産業資源活用事業に採択いただいたことは有益で、
資金調達面でも余裕ができたことが力強い。

新商品開発についてマーケティング視点からのネーミング、ターゲット層、
価格帯等について深堀したものができた。また、5年先を見据えた売上げ
や収益も計画することができ、本格的な事業化に向けた地域支援活用事
業の事業計画書が完成した。

茂木食品工業株式会社

■業 種 ：製造業
■従業員：20人
■資本金：1,200万円
■創業：昭和35年9月
■住所：群馬県甘楽郡下仁田町東野牧229-1
■企業概要：こんにゃく製造卸販売、ギフトセット

観光地みやげ品、業務用食材品等
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